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     きょうのふくいん（マタイ ２２．１～１４） 

みささん、おげんきですか。１０がつになってすずしくなりましたので、べんきょうやうんどうもしやすくなったでしょう。にちよ

うびは、きょうかいのミサであえるのをたのしみにしています。 

 

マタイ２２．１～１４ または２２．１～１０ 

そのとき、イエスはさいしちょうやたみのちょうろうたちに、たとえをもちいてかたられた。「てんのくには、あるおうがおうじ

のためにこんえんをもよおしたのににている。おうはけらいたちをおくり、こんえんにまねいておいたひとびとをよばせた

が、こようとしなかった。そこでまた、つぎのようにいって、べつのけらいたちをつかいにだした。「まねいておいたひとびと

にこういいなさい。しょくじのよういがととのいました。うしやこえたかちくをほふって、すっかりよういができています。さ

あ、こんえんにおいでください。」しかし、ひとびとはそれをむしし、ひとりははたけに、ひといはしょうばいにでかけ、またた

のひとびとはおうのけらいたちをつかまえてらんぼうし、ころしてしまった。そこで、おうはいかり、ぐんたいをおくって、この

ひとごろしどもをほろぼし、そのまちをやきはらった。そして、けらいたちにいった。「こんえんのよういはできているが、まね

いておいたひとびとは、ふさわしくなかった、だからまちのおおどおりにでて、みかけたものはだれでもこんえんにつれてき

なさい。」そこで、けらいたちはおおどおりにでていき、みかけたひとはぜんにんもあくにんもみなあつめてきたので、こん

えんはきゃくでいっぱいになった。」 

11～14 

「おうがきゃくをみようとはいってくると、こんれいのれいふくをきていないものがひとりいた。おうは、「ともよ、どうしてれ

いふくをきないでここにはいったのか」といった。このものがだまっていると、おうはそっきんのものたちにいった。「このお

とこのてあしをしばって、そとにほうりだせ。そこでなきわめいてはぎしりするだろう。」まねかれれひとはおおいが、えらば

れるひとはすくない。」 

 

イエスさまは「てんのくには、あるおうがおうじのために、こんえんをもよおしたのににている」マタイ 22.2 といっています。 

みんなはけっこんしきにまねかれたことがありますか。そのとき、なにをきようかとかんがえたりして、そのひをワクワクしてま

っていたことでしょう。 

わたしはちいさいときにむらにすんでいて、そのむらのひとがけっこんすることになったら、むらじゅうのひとがそのけっこんし

きにまねかれていました。みんなよろこんで、そのけっこんしきとパーテイーにしゅっせきしていたことをおもいだしました。 

きょうのふくいんしょでは、まねかれたひとたちははたけしごとやしょうばいなど、じぶんのつごうのためにまねきをことわって

しまいました。もっとすばらしいところにまねかれたにもかかわらず、このよのりえきのためにことわってしまったのです。その

うえに、しょうたいをつたえにいったおうのけらいまでをころしてしまいました。 

 

そのときおうはけらいに 「こんえんのよういはできているが、まねいておいたひとびとは、ふさわしくなかった。だからまちの

おおどおりにでて、みかけたものはだれでもこんえんにつれてきなさい」 とたのみました。マタイ 22.8～9 

つれてきたひとたちのなかで、れいふくをきていないひとがいたので、そのこんえんからだされました。しかしイエスさまがい

いたいのは、「れいふくきていない」 ことではなく、わたしたちのいきかたやこころがどんなこころでいきているかどうかをこ

のたとえばなしをしておしえたいのです。かみさまはすべてのひとをこころからあいし、みんなをてんごくにへまねいておられ

ます。 

わたしたちもそのおもいにこたえて、かみさまといっしょによろこびをあじわうことができるように、わたしたちの「こころのれ

いふく」（いきかた）もしっかりじゅんびすることができますようにといのりたいですね。 

 


